
東日本大震災時の水門閉鎖作業による消防団の関連死について 参考2

○東日本大震災では、津波により沿岸地域の市町村で多くの消防団員が被害を受け、公務災害等の認定がされて殉職
した消防団員は、１９７人に上っている。

○このうち、殉職時に水門閉鎖作業をしていた団員は、3 人であるが、その直前に「水門閉鎖」又は「水門の状況
確認」をしていた団員を合計すると59 人（29.9％）が水門閉鎖等に関係していた。

＜殉職した消防団員の活動状況（平成24年2月29日時点）＞
引用：東日本大震災記録集（平成25年3月 消防庁）
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